持続可能な開発のためのアジェンダ2030の採択に向けた第14回世界林業会議から国連総会サミットへのメッセージ
2015年９月７日から11日、南アフリカのダーバンで開催された第14回世界林業会議（アフリカ大陸での初の開催）に142カ国から約4000人が参加した。会議は、持続可能な開発目標（SDGs）の達成における森林の役割に関し、以下のメッセージをサミットに提供する。
森林は、地球上の陸地面積の３分の１を占め、その保全及び持続可能な経営はSDGsの達成にきわめて重要である。森林は、社会経済の発展に貢献するとともに、環境を高めるなど、様々な製品やサービスを提供できる。森林は、食料、木質エネルギー、シェルター、繊維や生計を森林に依存する世界の最貧層の人々を含め、農村部に生活する何億人もの人々にとって特に重要である。森林は、気候変動を緩和し、土壌や水を保全し、世界の多様な生物の75％以上の生息・生育地を提供することにも役立っている。
森林を持続可能な形で経営する必要性については、SDGsのゴール15に明確に述べられており、ゴール６においても、水に関連する生態系の保護や回復をターゲットとしている。さらに、森林は多面的な役割を有することから、貧困の撲滅、食料安全保障の実現、持続可能な農業の推進、全ての人々の持続可能なエネルギーへのアクセスの確保、気候変動への対処等、その他のゴールの多くの分野の達成に重要な役割を発揮する。
人類が直面する多くの課題は、統合的な方法により取り組む必要がある。そのためには、セクター間の連携や協力が欠かせない。SDGsの達成を成功させるためには、国際レベルと国レベルの両方において、持続可能な開発のための戦略の中で森林・林業が主流化されなければならない。実施のためには、ジェンダーの平等、十分な土地保有制度、好ましい投資環境等を含め、実現可能で分野横断的な政策、セクター横断的なガバナンスの向上が不可欠である。
世界中の林業のリーダー及び実践者は、森林が持続可能な開発に貢献する多様な財やサービスを提供できるよう、持続可能な形で森林を経営するための努力を高めていく用意がある。
国連食糧農業機関及び他の関連する国際機関は、利用可能なデータや情報を作成し、技術支援を提供し、優良事例や対話を促進することにより、森林のSDGsへの貢献を強化するよう、支援を行う準備ができている。
